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変換は「平行移動」と「 倍」と「逆数変換」の合成で表せるので

は 変換で不変となる また次の関係もしばしば使う
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の証明 ４円が１点 で交わっているとすると， に関する反転で 例えば 円は

下右図の４直線に移る．この時メネラウスの定理より が成り立つ．

は反転不変性があるので，左の図形においても が成り立つ．

下図のような直線でない時でも，また 円が４直線で が無限遠点の場合も正しい
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の証明 　円 と の 以外の交点を 円 と の 以外の

交点を とすると，これら 円は１点 で交わるので

ところが仮定より「 」であるから，前頁の より
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故 し， 円は 点に円  で交わる．
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よって「 ⇔ 」となるから
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円 が全て直線の時 ４円 の交点を

とすると
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一般の場合は 円 の交点 を中心とする円に関する反転を

とすれば良い． は名前の付替えだけを行うので，も名前の付替え

だけを行う．さらに は　分母が 次式の　 変換であり「 かつ

かつ 」である 　の形になことから る．　
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とすると は 次の様に表せる
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左辺

また　

右辺
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クリフォードの定理

直線のうち 直線のみ省いた図形の 点は ５つ出来るが それらは

同一の円 円上にある 前頁の図参照
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クリフォードの定理
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１点で交わる　これを 点という
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以上 式の両辺を掛けると より
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の４円は１点で交わる

同様に「 」，「 」の４円も１点で

交わる．結局６つの円は クリフォード点 で交わる．
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  .は証明できた．しかしここでは 代数的に証明したかった
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利用しているので 「 の時 メネラウス図形ができる事」から「任意の

自然数 についてクリフォードの定理が成り立つ事」が容易に証明できる
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同様 の時も定理 を拡張した定理が成り立ち，証明は添え字

の追加だけでできる．実際，以下は殆んど コピペ である  
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 .残りの式も同様に証明できる
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クリフォードの定理

直線のうち 直線のみ省いた図形の 点は 個出来るが それらは

同一の円 円上にある
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添え字の相補性」はもっと一般に成り立

以下同様にして，クリフォードの定理が全ての自然数 に

つと予想され

個人的にはクリフォードの定理よ

関して成り立つ

事がいえる．

りさらに興味

な

深い．
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